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弊社のミッション



未来に向けた変化を起こせない原因の第一は、

住民と行政のコミュニケーション
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「声を上げても、

どうせ世の中変わらない」

「沢山の声が出てきても

対応が面倒…」

私たち 行政職員
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は、行政が変革を進めるときの

住民と行政の間のコミュニケーション・エージェント
（代理人）
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じっくり話してしっかり決める

市民参加型オンライン共創
プラットフォーム

Liquitousのプロダクト
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弊社の先行事例
具体的なプロジェクトについてのご紹介
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取り組みを進めている自治体の一覧（令和3年度〜令和4年度）2-1
自治体ロゴ

埼玉県横瀬町 高知県土佐町 東京都府中市 奈良県生駒市

▶長崎県壱岐市・兵庫県丹波市・東京都国立市・東京都目黒区・滋賀県甲賀市などでも事業開始（予定）

宮城県富谷市

埼玉県三芳町

高知県日高村大阪府河内長野市

連携協定締結

千葉県木更津市

連携協定締結

包括連携協定に参画

香川県高松市

NECとWG設置 策定支援事業者が活用

神奈川県南足柄市 愛知県田原市

策定支援事業者が活用 策定支援事業者が活用

神奈川県鎌倉市

策定支援事業者が活用

柏の葉スマートシティ
（千葉県柏市）
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各自治体での取り組み（令和4年度〜）2-2
自治体ロゴ

①計画・構想の策定（策定前・策定プロセス中）

②公有財産活用（活用の方向性・ルール策定）

③特定の政策課題についての広聴

④複数課による①〜③組み合わせの「プラットフォーム」

自治体名 プラットフォーム所管課・取り組む原課 類型

埼玉県三芳町 政策推進室・政策推進担当 ①（総合計画策定）

神奈川県南足柄市 企画課（企画政策班） ①（総合計画策定）

愛知県田原市 企画課 ①（総合計画策定）

宮城県富谷市 市民協働課 ③（町内会のあり方）

高知県日高村 企画課 ③（健康アプリ開発にあたってのニーズ探索・開発優先順位設定の投票）

香川県高松市 デジタル戦略課 ③（スマートシティ推進協議会のありかた）

大阪府河内長野市 政策企画課 ③（街の住みやすさ・困りごと）

高知県土佐町 企画推進課（SDGs推進室） ③（教育環境・子育て環境についての意見収集）

埼玉県横瀬町 まち経営課 ②（町有地利活用）、③（町政懇談会）

千葉県木更津市 企画課・市街地整備課・都市計画課 ①（基本構想 ビジョン部分）、③（公園PFI事業・まちのデザインコード）、④

奈良県生駒市 スマートシティ推進室・教育政策室 ①（スマートシティ構想策定）、③（教育フォーラム）、④

※現在調整中の自治体では、脱炭素関連（計画策定・市民の意識/行動変容）、公共交通関連
（地域公共交通計画策定など）、リビングラボとの連携などもテーマとして上がっているケースがあります。

取り組みの類型
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千葉県木更津市での取り組み概要2-3

連携協定締結、総合計画内「きさらづ未来ビジョン」策定に向け、意見集約等に活用

PFI事業における市民参加、まちのデザインコード策定などで活用

担当課 企画部企画課

利用目的 ・未来ビジョン策定にあたってのアイデア・意見募集
・未来ビジョン策定のオープンプロセス化

参加対象 木更津市民の皆さん

実施期間 令和4年6月〜

分類
②公有財産活用（活用の方向性・ルール策定）

③ 特定の政策課題についての広聴
④ 複数課による「プラットフォーム」

事業概要
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奈良県生駒市での取り組み概要2-4

担当課 スマートシティ推進室

利用目的 同市におけるスマートシティ構想策定に際して
市民が参加しながらあり方を検討する仕組みとして

参加対象 生駒市民・生駒市に関わりのある方々

実施期間 令和4年度〜

分類 ③ 特定の政策課題についての広聴

④ 複数課による「プラットフォーム」

事業概要

「スマートシティ構想」策定に際してオンライン市民対話に活用、

キーワード探索から、構想原案のオープンプロセス化まで実施
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高知県日高村での取り組み概要2-5

スマホ普及率100％を目指す中で、健康アプリ開発にて、ニーズ探索から投票等

による集約実施。本取組含め、「夏のDigi田甲子園」でベスト4に選出

担当課 企画課

利用目的 ・スマホ普及率向上のボトルネックの特定
・健康アプリのニーズ調査 などに利用（予定）

参加対象 本事業でスマートフォンを新たに所持した住民の皆さん等

実施期間 令和4年7月〜

分類 ③ 特定の政策課題についての広聴

事業概要
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柏の葉スマートシティ（三井不動産・UDCK主導）での事例2-6

「公・民・学」連携がベースの、すべてのひとにオープンなプラットホームとしての

「柏の葉スマートシティ」において、リビングラボと連携して運用

担当社 三井不動産株式会社（契約主体）
一般社団法人 柏の葉アーバンデザインセンター

利用目的
生活者の目線で新しいサービスなどを生み出すための「みん
なのまちづくりスタジオ」（リビングラボ）と連携して、住
民の皆さんと対話する仕組みづくりを進める

参加対象 柏の葉スマートシティにお住まいの皆さん

実施期間 2022年11月〜

事業概要

都市再生推進法人認定を受ける 「(一社)UDCKタウンマネジメント」の

リビングラボ「みんなのまちづくりスタジオ」と連携



プラットフォーム「Liqlid」の機能
プラットフォームの具体的な機能についてのご紹介
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Liqlidによる
機能のカバー ツールの運用で

実現する領域
コンテンツ
ページ

「アイデアを出す」ページ

「プロジェクト」
ページ

“シビックテックにおける市民参加型 プラットフォームの機能分類” , 石田聖, 2021を一部改変2022/11/8



ダッシュボード画面



ダッシュボード画面
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ダッシュボード画面：「Lid(質問別の部屋)の質問」
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への参加し、アイデア画面の遷移

への参加し、アイデア画面の遷移

「Lid(質問別の部屋)の質問」

全体のテーマに沿った質問が表示されます。各Lidの質問を確認
し、アイデア画面・プロジェクト画面に移動してください。



コンテンツページ



コンテンツ画面：「Lid(質問別の部屋)の質問と移動バー」
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への参加し、アイデア画面の遷移

「Lid(質問別の部屋)の質問と移動バー」
• 画面最上部にLidに設定されている質問が表示されます。

• 画面上部のバーを使って、Lid内のコンテンツページ
• アイデア画面・プロジェクト一覧画面への遷移が可能です。



コンテンツ画面：「コンテンツ閲覧画面」
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への参加し、アイデア画面の遷移
「コンテンツ閲覧画面」
• この画面から市からの情報の情報を閲覧できます。



「アイデアを出す」ページ



「アイデアを出す」画面

発散（ブレインストーミング）して、

参加者個々の頭のなかを見えるように

組織・コミュニティの一人ひとりが、その組織の中でやりたいこ
と、今関心があること、問題意識を抱えていることなど「アイデ
ア」を短文で自由に投稿します。これらアイデアが、プロジェク
トの素になります。

＞匿名投稿

＞色別で投稿

アイデアを出す

アイデアを青・赤・緑・黄の4種類の色で投稿することが出来ます。
アイデアの種類や性質ごとに使い分け、違いを分かりやすく可視
化することができます。

アイデアを匿名で投稿することができます。匿名性を担保するこ
とで、自由な発言や気軽にコミュニティー参加をすることができ
ます。

機能
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アイデア画面構成
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アイデア画面構成：「Lid(質問別の部屋)一覧」
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への参加し、アイデア画面の遷移

「Lid(質問別の部屋)一覧」

一覧で表示されている中から任意のLidに移動します。
自分が表示しているLidには、名称が赤文字になります。



アイデア画面構成：「アイデアの質問と移動バー」
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画面上部のバーを使って、Lid内のコンテンツ画面・プロジェクト
一覧画面への遷移が可能です。

「アイデアの質問と移動バー」
• 画面最上部にアイデアの質問が表示されます。

• 画面上部のバーを使って、Lid内のコンテンツ画面・プ
ロジェクト一覧画面への遷移が可能です。



アイデア画面構成：「アイデア一覧画面」
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への参加し、アイデア画面の遷移
「アイデア一覧画面」
• アイデアが一覧で表示されます。この画面からアイデアの投稿ができます。



「プロジェクト」ページ



プロジェクト画面

たたき台となる文書を

共創する

案を書いたメンバーは「いいね」などを参考に、修正提案の中か
ら必要だと考えたものを案に反映させて、案をアップデートして
いくことができます。自由に意見を言いつつも、しっかりと対話
をまとめていくために大切なプロセスです。

＞チャット機能

＞修正提案機能

対話を通して案を共創

現在の案の内容をより良くできる部分がないか考え、案の修正を
提案するリクエストを行うことができます。チャット感覚で気軽
に提案できるため、提案することへのハードルを下げ、より幅広
い参画を実現します。

現在の案の内容について、チャットによる議論を行うことができ
ます。案をより良くするための、自由闊達な議論の場となります。

機能
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プロジェクト画面構成

への参加し、アイデア画面の遷移

「プロジェクト詳細」
• 「タイトル」「概要」「案」の確認
• 新しい案の登録（管理者アカウントのみ）
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プロジェクト画面構成

への参加し、アイデア画面の遷移

「チャット・修正提案・採用アイデア」

• チャットでの会話
• 案に対する修正提案
• プロジェクトに採用されたアイデアの確認
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プロジェクト画面構成

への参加し、アイデア画面の遷移

「修正提案機能」
• 案に対する修正提案
• 画面下部のテキストボックスから
修正提案を入力
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今後の機能開発（抜粋）
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アップデート内容：アイデア画面

新機能：マップ機能

機能概要
アイデアに位置情報を紐づけて投稿することができます。
投稿されたアイデアをマップ上で確認することができる
ため、特定の場所について言及したい場合に役立ちます。

メリット
1. 特定の場所に対するアイデア・意見が出しやすくなります。

1. アイデア・意見の中で言及されている場所を地図上
で確認することができます。

2. 地理的な観点からアイデアの把握が可能となります。
1. 地理情報と紐づけることで、アイデアの内容を地理

的な観点からとらえることができます。

※画像はイメージです

2022年12月中旬に提供開始予定



2022/11/8

アップデート内容：プロフィール画面

新機能：メダル機能

機能概要
Liqlidでの活動に応じてメダルを付与します。
メダル獲得数が、まちへの貢献度として可視化、蓄積されて
いきます。獲得したメダルはプロフィール画面に表示され、
誰でも確認することができます。

メダル獲得条件
1. 毎日ログイン（2日連続・7日連続・14日連続）
2. アイデア投稿件数（1件・5件・10件）
3. チャット投稿件数（1件・5件・10件）
4. 被いいね数（1件・5件・10件）

1件達成 5件達成 10件達成

アイデア投稿

獲得メダル

※画像はイメージです

2022年12月中旬に提供開始予定
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アップデート内容：アイデア分析機能

新機能：アイデア分析機能

①「ワードクラウド」
ご投稿いただいたアイデアの中で、出現頻度の高い単
語を抽出し、その出現頻度に応じた大きさで単語を表
示することで、全体的なテーマや内容を視覚的に捉え
ることができます。

②「共起ネットワーク」
共起ネットワークとは、単語同士の関連性や出現パ
ターンの類似性を踏まえて文章中の単語の繋がりを可
視化したものです。出現頻度の高い表現の把握や文全
体の趣旨の理解などに役立ちます。

③「ポジティブ・ネガティブ」
ご投稿いただいたアイデアがポジティブかネガティブ
かどうかを分析します。参加者の民意をポジティブ/
ネガティブの側面で捉える際に役立ちます。

※画像はイメージです

2022年12月中旬に提供開始予定
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アップデート内容：通知機能

新機能：通知機能

機能概要
Liqlid上で特定のアクションがあった際に、その内容を通
知します。ブラウザ通知、LINE通知、メールアドレスで
の通知等、様々な手法を用いて通知を届けます。

※画像はイメージです

通知手法
ブラウザ通知
LINE通知 (※LINEアカウントでサインアップしている方のみ)

メールアドレス通知

通知内容
Liqlid全体に関する通知 （ex. 前提情報ページ更新 等）

Lidに関する通知 （ex. アイデアへの“いいね”、Lid作成/削除 等）

プロジェクトに関する通知（ex. PJ作成/削除、投票開始 等）

2022年12月中旬に提供開始予定



参考情報
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社会的評価3-1

一般社団法人Code for Japan
「Civictech Accelerator Program 1st batch」

採択

国連開発計画・シティファウンデーション
「ソーシャルイノベーションチャレンジ日本大会」

最優秀賞

公益財団法人横浜企業経営支援財団
「横浜ビジネスグランプリ2022 ~YOXOアワード~」

優秀賞

東京都
「NEXs Tokyo Project」

採択

神奈川県
「SHINみなとみらい」

採択

Amazon
「AWS Startup Ramp 1st batch」

採択

一般社団法人SDGs Innovation HUB
「SIHビジネスコンテスト2022 アジア太平洋大会」
デジタル賞（デジタル田園都市国家構想推進に資する取り組み）

九州電力/九州電力グループ
オープンイノベーションプログラム

最優秀賞

兵庫県・神戸市・UNOPS S3i Innovation Center
「SDGs CHALLENGE」

採択



2022/11/7

メディア露出3-2
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弊社概要
商号 株式会社Liquitous

設立 2020年（令和2年）2月25日

資本金 12,206,000円（資本準備金含）

本店登記地 〒244-0816
神奈川県横浜市戸塚区上倉田町2044番地29

実質的拠点 〒107-0062 
東京都港区南青山７丁目３−６ 南青山ＨＹビル 7F

代表者 代表取締役CEO 栗本 拓幸

事業内容

1. ソフトウェア等の開発・販売
2. テクノロジー・意思決定・⺠主主義などについての情報の収集・分析
3. テクノロジー・意思決定・⺠主主義などについての総合的な研究調査及び提案業務
4. 組織戦略の立案、組織革新、組織内システムの構築及び支援
5. 各種研修・セミナーの企画・コンサルティング及び運営
6. 前各号に附帯関連する一切の事業

参画組織

連盟組織
1. 新公益連盟（正会員）
2. 三菱総合研究所『未来共創イニシアティブ』(会員)

省庁・自治体のコンソーシアム
1. 鎌倉市『スマートシティ官民研究会』（一般会員）
2. 浜松市『デジタル・スマートシティ官民連携プラットフォーム』(一般会員)
3. 三島市『スマートシティ推進協議会』(会員)
4. 小田原市『デジタルイノベーション協議会』(会員)
5. 高松市『スマートシティたかまつ推進協議会』(会員)
6. 豊中市『公民学連携プラットフォーム』（会員）
7. 西条市『SDGs推進協議会』（SDGsパートナー）
8. 熊本市『スマートシティくまもと官民連携プラットフォーム』（パートナー会員）
9. 内閣府『地方創生SDGs官民連携プラットフォーム』（3号会員）

ご連絡先 法人メール：office@liquitous.com
代表メール：kurimoto@liquitous.com 
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一人ひとりの影響力を発揮できる社会をつくる
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